













花田清輝の 「原子時代の芸術」 （原題： 「原子力問題に対決する
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している。中島は「この評論に関するかぎり、原爆の持つ全人類的な意義についての認識は意外なほど浅薄で といわなければならない気が 」と述べ 「大田洋子の『屍 街』と、カミュの『ペスト』とをならべ 、暗に『屍の街』をおとしめ はまちがっている。これらは全く別物である。 『屍の街』と『夏 花』の二篇は、もっぱら細部の事実を追求していると見られ にせよそのような事実のもつ「なまなま い迫力」に って、そのまま全人類的な危険の認識につな 」と、花田の原、 批判が原水爆の「全人類的な危険」の認識不足からくる 浅薄 も だと批判した。
 
近年の研究ではジョン・Ｗ・トリート（
John Whittier Treat ）




やはり花田の認識に沿うような文学 は「原爆そ もの」を捉え得ないのではないかと疑問を提示している。また、川口隆行は大田洋子の『夕凪の街と人と』 分析 た論考に
（３）
おいて、 「花田が展
開した 「記録芸術」 論 原爆あるい 原子力と 関係については、より包括的かつ詳細な検討を別途用意しなければならない」と、花田の 「記録芸術」 論に評価を与えつつも、 「ここで確認すべきは、未来の 「原爆文学」 ――花田 言葉でいえば 「 子力時代 芸術」――を標榜する言説圏が形成される過程において、大田洋子は、否定の対象、 乗 越えるべき過去の遺物の代表とされつつあった」と分析し、そして花田や小田切秀雄 立場を「文明論的視座を含み込めながら、原子力と芸術論を突 詰めようとする立場」と位置づけている。
 

































夢」の一般的浸透を指摘したのち を統御するため 「人間的原子のエネルギー の解放が必要であると述べる。そして、それは「ヒューマニズムという言葉を用いるほかはないようにおもう」と述べ、そのうえでこれまで は違ったヒューマニズム、「科学的・政治的ヒューマニズム 必要性を提唱す 。
 
以上のような言説から次のような共通認識が引き出せるであろ





































































度、 文学方法を要請するのであろうか。 花田は 「原子時代の芸術において「広汎な平和運動を展開する」文学者 芸術家たちを「ヒューマニスト」と表現し、彼ら 「日本的ニヒリズムを、急速にオプティミズムに転換させたがっている」と捉える。そ うえで自身の求める態度を次にように描き出す。
 
 












































そ、 文学と民衆を新しく深く結びつけるための一切の努力 中心」であり、 「文学者の責任（一）」
（１９）
において「尊厳と権威において
あるべき人間と個人とが、 こんにち現実にはどのような人間内容、どのような運命とそ 打開 持っているかをわたし ちは文学的に追及し、そのことで の開花・人間の開花を押しすす ねばならぬ」と主張する。つまり小田切の立脚点は「人間 現実に立って人間の尊重・価値づけ・擁護をめざし、それをはばむものたたかう、という意志・態度・そのさまざまな実現」を志向する「ヒューマニズム い ことにな だろう。
（２０）
そして、小田切は


































































の幕開けとして語られる際、原水爆の被害は「 「日本人のいのちをさいなんだ」過去」として、つまり繰り返して ならない悲劇として現在から切断される。 この観点を踏まえたとき花田の 「喜劇」性の認識の強度が表れてくる。花田は「ユーモレスク」
（２７）
において
「喜劇」性を「死刑囚」の「窮余の諧謔」 「曳かれ者の小唄」＝「ガルゲンフモール」を例としながら次にように示す。 「要するに、ガルゲンフモールとは、事態のすべ の推移を 悲喜劇的なものして――これまで悲劇的とみなされてきたものを喜劇的に――喜
－ 10 －














































ンルとポスト・ヒロシマの表象」 （水島裕雅・成定薫・野坂昭雄監訳、法政大学出版局、２０１０年７月、原著：WRITING GROUND ZERO Japanese Literature and 
the Atomic Bomb,1995 ） 
（３） 「街を記録する大田洋子――『夕凪 街と人と―一九五三年











ての抵抗――」 （ 『思想』 、１９５４年８月）
 
（７） 「水爆と人間――新しい人間の結びつき」 （ 『文学の友』 、１
９５４年９月）
 








































































































 ※「原子時代の芸術」をはじめとする花田清輝の著作に関する引用は、 『花田清輝全集』 （講談社）による。
 
 付
記
 
本稿は二〇一四年度日本近代文学会秋季大会における個人発表「花田清輝「原子時代の芸術」論――アヴァンギャルド芸術はどう原水爆を描くか――」 （二〇一四年一〇月一九日、於広島大学）に基づいている。会場内外で御教示いただいた方々に厚く御礼申し上げる。
 
 （いたくら
 
たいき、広島大学大学院博士課程後期在学）
 
 
－ 14 －
